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“風疹ゼロ”プロジェクト(2016～）
代表 木下勝之（日本産婦人科医会会長）
実行委員長 平原史樹（日本産婦人科医会副会長）
共同作業 日本産婦人科医会、日本産科婦人科学会、日本小児科学会、

日本小児科医会、日本周産期・新生児学会、国立感染症研究所
協力要請 厚生労働省、外務省、経済産業省、各都道府県、市区町村

関連学会、看護・保育団体、財界・業界団体、マスメディア、広告情報業
日本医療研究開発機構研究事業・先天性風疹症候群研究班
日本ワクチン産業協会、
風疹をなくそうの会（Hand in hand) 他

風疹が２０１９年も・・・・・・・
先天性風疹症候群（CRS）児 4例も
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風疹抗体
保有状況
30－50代
オジサン世代が
風疹に罹りやすい
抗体不足世代

男性

女性

■昭和37年―54年生 男性 国定期接種（5期） 無料にて
風疹抗体検査 低い人はMR（麻・風）ワクチンへ
無料クーポン券 で受診 （保健所） 実施率13％

⇒どうすれば実効性が上がるのか？？？
●風疹は『風邪程度』！という低認識
●就労者は休んで検査に行くことができない
●職場健診で抗体検査はなぜ進まない？

■妊娠前のカップル（男女） 妊婦のパートナー
市区町村： 抗体検査助成事業
風しんの抗体検査が無料（補助）
低抗体価（HI 16倍以下～8倍未満）
⇒MR（麻疹風疹）もしくはR（風疹）単独ワクチン無料・補助

おじさん！ 風疹ワクチンを！！40－57歳男性へ
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先天性風疹症候群の児を授かる社会

妊婦は社会活動の中での最大の被害者

⇒ 果たして我が国は

『女性が光り輝く社会』

『女性活躍推進法施行』

の社会になっているのでしょうか？

.

毎年 2月4日 【風疹（ゼロ）の日】
“風疹ゼロ”プロジェクト（2016年7月活動開始）
厚生労働省・“風疹ゼロ”プロジェクト主催
風疹をなくそうの会 啓発推進企業等 共同参加 2018年2月4日成田空港

“風疹ゼロ”プロジェクト宣言
中年男性ビジネスマンのみなさん

2019年2月4日 大手町プラザにて啓発イベント
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■妊娠前のカップル
に対して風しんの抗体検査が
無料（補助）で行われています
赤ちゃんをまもるために
妊娠する前に検査を！

■安全でなければ妊娠したら
夫から逃げてください

若い女性・カップルも妊娠を考えたら
妊娠前に風疹の検査をしておいてほしい

心配な話

■心配されるマスギャザリング行事
オリンピック・パラリンピック 他

■世界中から感染症が飛び込んできます
日本の風疹流行については
米国厚生省（CDC)から米国の妊婦は
日本へ行かないように と警告中！

■リオオリンピックでジカ熱ジカウイルス感染症
『日本の妊婦は行かないで』の警告 と同じことが
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【先天性風疹症候群に関する研究班等の経緯】 202001
■2004年先天性風疹症候群10症例の流行⇒研究班発足へ
『風疹流行および先天性風疹症候群の発生抑制に関する緊急提言』

⇒恐れていた大流行の再来（2012年―13年）
■2014年『風疹に関する特定感染症予防指針』
①2020年までに風疹の排除を達成する
②国は「風疹対策推進会議」，都道府県は「風疹対策の会議」を
③30－50代男性のリスク，職域での予防接種
④風疹抗体価検査助成事業

■2016年7月“風疹ゼロ”プロジェクト開始
■2017年10月ー厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種

基本方針部会・厚生科学審議会感染症部会 麻しん・風しんに関する小委員会

■2018年8月からの全国流行
・妊婦の緊急回避 ・夫の即抗体検査orワクチン
・30-50代男性へのワクチン（事業体へ働きかけ）

■2019年4月 風疹第5期接種制度へ

予定では

厚生労働省・“風疹ゼロ”プロジェクト共同にて

都内山手線駅前広場にて

啓発イベントを展開予定

厚生労働省

日本産婦人科医会 HPにて

決定次第案内します

2020年2月4日
“風疹ゼロ”プロジェクトイベント

“風疹ゼロ”プロジェクト 検索
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